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自己紹介

http://www.photocoding.com

社名：フォトコーディング

代表者：池田優二

設立：2006年1月設立

所在地：京都府京都市

事業内容：
①各種光学系および周辺光学系
の設計および製造

②光学技術のコンサルティング



事業概要



池田の略歴

 2002年3月 東北大学大学院理学研究科
天文学専攻 修了 博士（理学）

 同4月 光学機器開発の会社に入社

 2006年1月 フォトコーディング 設立

 2009年4月 京都産業大学理学部 准教授

 2012年4月 京都産業大学神山天文台
客員研究員

具体的に経歴を振り返りながら考えてみたい



大学院生時代

 多くの大学院生：～30人

 増えていく（ように見える）OD…

「この先のポストはますますなさそう」

 会議漬けの日々（に見える）指導教官…

「苦労して就職しても、研究ってできるのかな？」

⇒ 研究を行うには、この道しかないの
だろうか…？

こうした考えは学位を取得する頃にはますます大きく…



大学院卒業後…

 開発研究に関わっていた開発系の会社に就職



大学院卒業後…

 開発研究に関わっていた開発系の会社に就職
－ 当時興味を持ち始めていた光学設計・

機器の開発

－ 「研究は続けて良い」と言われた

－ 結果的にいろんな光学機器の経験を積み、
社会を覗き見ることができた



３年間で気づいたこと

 天文学は実務的にも結構役に立っている
－研究で得られた知見は産業界で応用できる
－もちろん、その逆もしかり

知識・技術

ノウハウ・技術

天文・物理業界 産業界
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 中間に位置するプレーヤーの重要性
⇒ 天文・物理分野の発展

キャリアパスとしての選択肢、ポストの拡大に寄与する
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３年間で気づいたこと

 天文学は実務的にも結構役に立っている
－研究で得られた知見は産業界で応用できる
－もちろん、その逆もしかり

 中間に位置するプレーヤーの重要性
⇒ 天文・物理分野の発展

キャリアパスの選択肢、パイの拡大に寄与する

 アリゾナの例
－多くの光学系ベンチャーが集中（Optics Valley）
－アリゾナ大学からスピンオフした企業も多数
－アカデミズムと産業界の自然な接続

自分にとっての理想形の一つ



フォトコーディングの設立

 大学・研究所に近いところで仕事をする

 といっても大学一辺倒ではなく
－両者との付き合いによって知の
サイクルを動かす役割を…

知のらせん

知識・技術・ノウハウ

大学・研究所 産業界（企業）



業務実例

 はやぶさ２ 小型分離カメラ
－民生用コンパクトカメラの技術

 すばる望遠鏡赤外線観測装置 IRCS & IRD

－半導体分野で用いられている新材料
（MgO&コージライト）

 眼球収差特性測定器
－シャックハルトマンセンサーを応用

 CO濃度測定器
－地球上空大気の輻射輸送コード

©JAXA
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そして、京産大へ…

 神山天文台（1.3m望遠鏡）の立ち上げ事業
－自ら装置開発ができる天文台
－技術力と優れた人材の積極的な外部への提供

 準クロスアポイントメント
－フォトコーディング⇔大学教員
－学生指導のため（天文台で技術者を）

 ４年でおおよそ立ち上げ完了
⇒神山天文台の客員研究員へ



そして、京産大へ…

 神山天文台（1.3m望遠鏡）の立ち上げ事業
－自ら装置開発ができる天文台
－技術力と優れた人材の積極的な外部への提供

 準クロスアポイントメント
－フォトコーディング⇔大学教員
－学生指導のため（天文台で技術者を）

 ４年でおおよそ立ち上げ完了
⇒神山天文台の客員研究員へ

中間プレーヤー
をもっと増やす

には？



LLP京都虹光房の設立

 研究者が（自らの専門性と興味を生かし）、
実践を通してビジネスを学ぶ場として

 卒業（自立）することが目的

 当初（2010年～）は、神山天文台に
在籍したスタッフを中心に構成

 現在は異なった専門分野を持つ
５人で構成

－宇宙論
－弦理論
－太陽系天体・分子分光
－銀河天文学・観測装置開発
－恒星・光学

http://www.kyoto-nijikoubou.com



虹光房のメンバー①

吉川 智裕（エデックス）

• 科学計測機器の制御ソフトウェアの開発請負

• 科学計測システム構築のコンサルティング



虹光房のメンバー②

中道 晶香（アストロ・アカデミア）

・天文私塾「アストロ・アカデミア」の主催

・一般向け天文・物理学解説記事の執筆



虹光房のメンバー③

小林 仁美（エストリスタ）

・天文観測／各種科学測定データの解析の請負

・自動解析システム／解析アルゴリズムの提案



虹光房のメンバー③

小林 仁美（エストリスタ）

・天文観測／各種科学測定データの解析の請負

・自動解析システム／解析アルゴリズムの提案

• 自身の研究は継続して進めている
• プロジェクトなどをとして科学の発展の一役も
担っている

• ビジネス活動そのものが研究の一部になっている



まとめに変えて

 研究者としての道は一本道ではない

 どれかを選ばないといけないわけでもない

 専門性を生かせば、きっと自分で道を作ることさえもできる

 その道はどれでも、自分の研究、学会、社会にとって
大抵役に立つ

 キャリアパスにおいても、結局は”多様性”が大事


